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2（２０１０年１月）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝
か
し
い
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
『
寅
』。
冷
え
切
っ
た
状
態
の
世
相
を
、
干
支

の
寅
に
あ
や
か
っ
て
、
是
非
と
も
「
元
気
な
東
御
市
」
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　

暮
れ
に
は
、
そ
の
兆
し
と
も
言
う
べ
き
朗
報
が
舞
い
込
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
野
朝
日
放
送
が
主
催
す
る「
第
9
回
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
」

に
お
い
て
、
市
の
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
の
制
作
し
た
『
胡
桃
（
く
る

み
）
相
撲
や
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
〜
す
』
が
見
事
大
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
胡
桃
と
、
天
下
無
双

の
力
士
・
雷
電
の
里
で
あ
る
東
御
市
の
名
が
県
下
に
轟
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
秋
以
降
、
市
内
に
お
い
て
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
集
団
感
染
に
よ
り
保
育
園
や
小
・
中

学
校
に
お
い
て
学
級
閉
鎖
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

東御市長
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とうみ

市
と
致
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
市
民
生
活
の
安
定
化
を
主
眼

に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
気
は
後
退
し
、
デ
フ
レ
不
況
に
よ
る
経
済
の
停
滞

と
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
へ
の
危
惧
は
、
社
会
全
体
に
不
安
の
影

を
落
と
す
と
と
も
に
、
自
治
体
経
営
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

も
の
と
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
が
加
速
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
着
実
に
進
め
、
真
の
東
御
市
ら
し
さ
の
溢
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進
は
も
と
よ
り
、

時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
市
の
抱
え
る
喫
緊
に
し
て
重
要

な
諸
課
題
に
対
し
て
は
、「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
」

の
格
言
に
学
び
、
タ
ブ
ー
な
く
議
論
を
重
ね
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
考
え
、
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
市
制
施
行
七
年
目
を
迎
え
、
発
展
・
成
長
期
へ
の

途
上
に
あ
り
ま
す
。

　

合
併
時
に
樹
立
し
た
市
の
柱
と
も
言
う
べ
き
「
第
一
次
東
御

市
総
合
計
画
」
の
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
ま
で
に

培
わ
れ
て
き
た「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信
都
市
」

の
精
神
を
更
に
具
現
化
す
べ
く
、
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
の
解

決
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た
、
大
胆
な
施
策
の
展
開
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
種
蒔
き
を
し
た
幾

つ
か
の
施
策
が
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が 
萌  
芽 
し
「
小
さ
く

ほ
う 

が

と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
東
御
市
」
に
向
け
た
光
明
が
見
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

市
役
所
庁
舎
と
図
書
館
を
含
む
舞
台
が
丘
エ
リ
ア
の
再
整
備

計
画
を
、
市
民
の
皆
様
と
協
議
を
進
め
、
方
向
性
が
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
本
年
は
具
体
的
な
設
計
を
お
示
し
す
る
段
階
に
進

む
予
定
で
す
。

　

四
月
に
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
助
産
所
と
う
み
（
仮
称
）」

の
オ
ー
プ
ン
を
間
近
に
控
え
、
安
心
し
て
お
産
の
で
き
る
ま
ち

と
、
東
御
市
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
出
発
の
場
所
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
人
間
形
成
の
時
期
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
保
育
園
の
改
築
に
関
し
て
は
、

知
恵
が
育
ち
、
身
体
が
育
ち
、
食
育
の
あ
る
保
育
園
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、〝
未
知
を
歩
こ
う
信
州
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞
と 
〝
御
柱
〞
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。「
訪
れ

る
人
に
安
ら
ぎ
を
、
去
り
行
く
人
に
想
い
出
を
」
の
思
い
で
、

ゆ
っ
く
り
・
ゆ
っ
た
り
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
観
光
・
交
流
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
と
希
望
の
持
て
る
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
、
併
せ
て
防
災
・
災
害
時
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
情
報
伝
達
の
切
り
札
と
も
言
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
の
開
局
準
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、「
食
の
掘
り
起
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
、
地

域
食
材
の
発
掘
や
商
品
化
を
推
進
し
、
市
内
食
材
の
P
R
と
地

産
地
消
、
加
え
て
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
よ
る
食
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
2
月
に
一
週
間
、
J
R
長

野
駅
構
内
で
「
エ
キ
ナ
カ
ビ
ス
ト
ロ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
市
民
を
主
人
公
と
し
た
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
活
力
に
満
ち
溢
れ
、
市
民
の
皆
様
の

笑
顔
が
輝
き
、
明
る
く
幸
せ
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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１
月　

東
御
市
消
防
出
初
式
（　

日
）

１１

２
月　

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
（
８
日
）

　
　
　

市
観
光
協
会　

周
年
記
念
式
典
（　

日
）

５０

２４

３
月　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
（
８
日
）

　
　
　

小
諸
市
と
「
給
水
相
互
支
援
協
定
」（　

日
）

２５

　
　
　

祢
津
地
区
創
作
歴
史
オ
ペ
レ
ッ
タ
上
演
（　

日
）

２８

４
月　

健
康
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（　

日
）

２５

　
　
　

東
御
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
（　

日
）

２６

５
月　

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
９
日
）

　
　
　

と
う
み
車
座
集
会
（　

日
）

１５

６
月　

県
植
樹
祭
（　

日
）

１３

　
　
　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
及
び
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
（　

日
）

２１

７
月　

社
会
福
祉
大
会
（
４
日
）

　
　
　

中
村
真
衣
さ
ん
の
水
泳
教
室

　
　
　
　
　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
事
業
（　

日
）

２３

８
月　

市
民
ま
つ
り

　
　
　
　
　

「
東
御
ど
す
こ
い
S
U
N
S
U
N
」（
1
日
）

　
　
　

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
（
７
〜　

日
）

１０

　
　
　
　

★　

名
が
市
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

１２

　
　
　

成
人
式
（　

日
）

１５

　
　
　

地
震
総
合
防
災
訓
練
（　

日
）

２９

９
月　

親
子
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
（　

日
）

１３

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
セ
ミ
ナ
ー
（　

日
）

１６

　
　
　

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
（　

〜　

日
）

１９

２０

　
　
　
　

★
渡
辺
大
五
郎
さ
ん
を
観
光
大
使
に
任
命

　

月　

東
御
の
日
記
念
式
典
（
３
日
）

１０
　
　
　

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（　

〜　

日
）

１０

１１

　
　
　

市
民
病
院
助
産
所
建
設
起
工
式
（　

日
）

２９

　
　
　

和
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
（　

日
）

３１

　

月　

県
縦
断
駅
伝
競
争
（　

〜　

日
）

１１

１４

１５

　
　
　
　

★
「
上
田
東
御
小
県
チ
ー
ム
」
初
優
勝

　

月　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
（
５
日
）

１２
　
　
　

ａ
ｂ
ｎ
・
八
十
二
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

　
　
　

『
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
』
受
賞
（
６
日
）

　
　
　

田
中
駅
南
口
竣
工
式
（　

日
）

１６

▲銀メダリストと楽しく水泳
　（トップアスリート派遣事業）

▲堂々とした行進（消防出初式）

▲プレミアム商品券は即日完売▲東御の巨峰は今年も大好評（巨峰の王国まつり）▲2000本の苗木が湯の丸高原に
　植えられた（県植樹祭）

▲青空の下、にぎやかに開催（火のアートフェスティバル） ▲今年も燃えました（市民まつり）

 １月３日から長野朝日放送で、受賞作品「胡桃（くるみ）相撲やっちゃって
 ま～す」（とうみ市ビデオクラブ制作）の放映が始まります。
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　平成21年11月22日現在、日本のインフルエンザの患者が累計で1000万人を超え、そ

の大半は新型インフルエンザ（Ｈ1Ｎ1）です。長野県でも感染が拡大しています。

　年末年始のこの時期に、家族や職場での対策を再確認しましょう。

◆新型インフルエンザＱ＆Ａ
（厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部より）

Ｑ１　新型インフルエンザに感染した人でも、新型イ

ンフルエンザワクチンの接種が必要ですか？

Ａ１　基本的に新型インフルエンザに既に感染した方

は、免疫が確保されているためワクチンの接種

を受ける必要はないと考えられます。

Ｑ２　季節性インフルエンザワクチンは、新型インフ

ルエンザにも効果がありますか？

Ａ２　季節性インフルエンザのワクチンは今回の新型

インフルエンザウィルスに対しては有効ではな

いと考えられます。

Ｑ３　授乳中にインフルエンザワクチンを接種しても

問題はありませんか？

Ａ３　授乳期間中でもインフルエンザワクチンを接種

しても支障はありません。不活化ワクチンとい

うタイプで、母乳を介してお子さんに影響を与

えることはありません。

◆接種料金の補助があります　
　市民税非課税世帯の方には接種料金の補助がありま

す。すでにワクチン接種された方で、補助を受けられ

ていない方は下記まで連絡をお願いします。

◎引き続き、感染予防に努めましょう�
　・外出時にはマスクを着用しましょう

　・手洗い、うがいを習慣化しましょう

　・咳エチケットに心がけましょう

（マスクの着用方法や手洗いの注意事項は

　　　市報とうみ10月号３ページをご覧ください。）

◆新型インフルエンザワクチン接種スケジュール（ 平成21年11月30日現在）
　ワクチンの提供量が限られているため、引き続き接種対象者に優先順位を設けて実施していきます。

（変更する場合があるため、長野県ホームページなどで最新情報を確認してください。）

　【長野県公式ホームページ：http://www.pref.nagano.jp】

　予約がとりにくい等の状況がありますが、落ち着いて対応をお願いします。

備　　　　考接種回数接 種 開 始 日予 約 開 始 日接　種　対　象　者

２回１月７日～12月10日～小学校高学年（４～６年生）

１回１月７日～12月17日～１歳未満の小児の保護者等

13歳未満は２回当面２回１月７日～12月21日～中　学　生

当面２回
１月以降１月以降輸入ワクチン

高　校　生
２月以降２月以降国産ワクチン（検討中）

１回
１月以降１月以降輸入ワクチン高　齢　者

（65歳以上） ３月以降２月以降国産ワクチン（検討中）

　接種できる医療機関などについては、県ホームページや市報とうみ11月号7ページ等で確認してください。

（市報とうみの市内医療機関一覧表のうち、「ちいさがたの家診療所」では接種できませんのでご了承ください。）

●問い合わせ先　健康保健課保健係　�64－8885



6（２０１０年１月）

　

市
で
は
今
年
度
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
「
東
御
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
は
、
わ
た
し
た
ち
が
自
然
豊
か
な
東

御
市
で
い
つ
ま
で
も
安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
市
全
体
で
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
組
み
、
東
御
市
を
未
来
に
誇

る
べ
き
住
み
よ
い
環
境
に
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
ま
で
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
収
集
や
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
検
討
委
員
会
、
環
境
審
議

会
等
に
よ
る
意
見
交
換
等
を
重
ね
、
よ
り

身
近
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
推
進
計
画
の
素
案
が
完

了
し
た
時
点
で
再
度
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見

を
い
た
だ

く
こ
と
に

な
り
ま
す

の
で
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。（
市

報
と
う
み

２
月
号
を

予
定
）

◆
東
御
市
の
温
室
効
果
ガ
ス

　
　
　
　
　
　

排
出
量
の
現
状

　

２
０
０
５
年
の
東
御
市
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
約　

万
５
千
ト
ン
で
部
門
別

２５

に
み
ま
す
と
運
輸
部
門
が
最
も
多
く
、
約

９
万
９
千
ト
ン
と
全
体
の
約　

％
を
占
め

３９

て
お
り
、
次
い
で
産
業
部
門
（
約　

％
）、

３０

民
生
家
庭
部
門
（
約　

％
）
の
順
に
排
出

１７

量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
*
1
） 

太
陽
光
か
ら
得
ら
れ
る
熱
と
地

表
か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
働
き
を
す
る
ガ
ス
。
二
酸
化
炭
素
の

ほ
か
メ
タ
ン
や
一
酸
化
炭
素
・
フ
ロ
ン
な

ど
が
あ
り
、
大
気
中
に
増
え
る
と
地

球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
ま
す
。

◆
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

　

上
記
の
推
進
計
画
検
討
委
員
会
で

は
、
市
の
２
０
０
５
年
度
の
排
出
量

を
基
準
と
定
め
、
削
減
目
標
を
次
の

と
お
り
素
案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

（『
京
都
議
定
書
』で
は
１
９
９
０
年

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

排
出
量
推
計
が
困
難
な
た
め
、
２
０

０
５
年
度
を
基
準
と
し
ま
し
た
。）

　

短
期
目
標

　
　

平
成　

（
2
0
1
2
）
年
度

２４

　
　
　
　
　
　

％
削
減　

※
6
％

１３

　

中
期
目
標

　
　

平
成　

（
2
0
2
0
）
年
度

３２

　
　
　
　
　
　

％
削
減　

※　

％

３０

２５

　

長
期
目
標

　
　

平
成　

（
2
0
5
0
）
年
度

６２

　
　
　
　
　
　

％
削
減

８０

※
数
字
は
１
９
９
０
年
比
の
削
減
相
当
量

 
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
で

　
　
　
　
　
　
 
３
ｔ
削
減

　

市
か
ら
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

量
は
、
２
０
０
７
年
で
は
、
年
間
約　

万
２７

ト
ン
（
最
新
デ
ー
タ
）
で
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
家
庭
か
ら
は

4
万
5
千
ト
ン
が
排
出（
*
2
）さ
れ
、１
日

当
た
り
の
排
出
量
は
１
２
３
ト
ン
に
な
り

ま
す
。

　
　

月
３
日
「
東
御
の
日
」、
市
民
の
皆
さ

１０
ん
や
事
業
所
で
取
組
ん
で
い
た
だ
い
た

『
と
う
み
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
０

９
』
で
は
約
３
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
が
削

減
さ
れ
（
取
り
組
み
結
果
は
左
ペ
ー
ジ
）、

こ
の
排
出
削
減
量
は
家
庭
か
ら
の
１
日
の

排
出
量
の
2
・
5
%
に
な
り
ま
す
。
こ
の

数
値
か
ら
見
て
も
わ
た
し
た
ち
は
更
な
る

削
減
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
温
暖
化
対
策
に
取

組
み
ま
し
ょ
う
。

（
*
2
）
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
主
な
要
因
は
、
照
明
・
家
電
製
品
、

灯
油
器
具
、
ガ
ス
器
具
使
用
に
よ
る
も
の

で
す
。

（
*
1
）

環
境
コ
ラ
ム

未来につなげよう未来につなげよう
住み良い住み良い
環境づくり環境づくり
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とうみ

エコライフＤＡＹを前に、小学生低学年
が資源の大切さを勉強しました。

＜チェックシート＞の項目別達成率
【小学生低学年】全６項目のうち上位

92.8水を流しっぱなしにしなかった

87.1見ていないときは、テレビを消した

86.3誰もいない部屋の灯かりを消した

（％）

【小学生高学年】全１６項目のうち上位

89.3冷蔵庫のとびらをすぐ閉めた

86.7シャンプーやハンドソープなどを使いすぎなかった

85.9ごみ出しルールにしたがって分けた

（％）

【一般・事業所】全１６項目のうち主なもの

73.6ご飯やおかずを残さず食べた

73.0誰もいない部屋の灯かりを消した

70.7見ていないときは、テレビを消した

70.3水を流しっぱなしにしなかった

51.0レジ袋をもらわなかった

33.9自動車やバイクを使わずに、徒歩・自転車・バス・電車を利用した

（％）



　くらしに密着した地域情報や防災情報を提供することにより、住民の豊かな
生活の向上と安心安全のまちづくりを目指し、農業・商工業・観光・経済・文
化等の各分野における有効な情報を発信して地域の活性化に役立てます。

開　設　目　的

▼地域情報の共有化
　地域のコミュニティツールとして位置付け、生活・交通・経済・行政情報な
どさまざまな情報を発信することで、聴取者同士が情報を共有します。
▼地域の防災メディア
　災害時等の緊急連絡ツールとして迅速な情報提供を行います。

放送コンセプト

エフエムとうみ（仮称）放送局の名称

平成22年10月頃（信越総合通信局の免許交付以降となります）開 局 希 望 日

東御市田中（田中商店街）演奏所予定地

東御市鞍掛1220（サンファームとうみ内）送信所最適地

東御市とその周辺放　送　区　域

20Ｗ空 中 線 電 力

東御市及び市内外の民間法人等の出資による株式会社事業運営の形態

2,000～3,000万円資　本　金　額

東御市、市内外の事業者と個人を予定出　　資　　者

１日14～15時間放送／自主制作番組で構成放送時間と番組

商業等経済情報／タウン情報／防犯情報／娯楽情報／学校情報／気象情報
行政情報／防災情報

放送内容見込み
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地
域
限
定
の
F
M
ラ
ジ
オ
局
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
」
の
設
立
に
向
け
て
、

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
と
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
の

経
過
は
市
報
と
う
み　

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

１０

　
　

月
5
日
、
と
う
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

１１F
M
放
送
局
設
立
準
備
会
発
足

　

放
送
局
の
設
立
を
効
率
よ
く
進
め
て

い
く
た
め
、「
と
う
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F

M
放
送
局
設
立
準
備
会
（
会
長
・
花
岡 

利
夫
）」を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
設
立

準
備
会
は
、
放
送
局
の
運
営
法
人
が
設

立
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
事
業
・
運
営

計
画
の
策
定
な
ど
必
要
な
準
備
事
業
を

行
う
団
体
で
す
。

　
　

月
6
日
、
放
送
局
設
立
趣
意
書
を

１１児
玉
信
越
総
合
通
信
局
長
へ
提
出

　

放
送
局
を
設
立
す
る
た
め
の
主
な
考

え
方
な
ど
を
設
立
趣
意
書
と
し
て
ま
と

め
、
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
へ
提
出

し
ま
し
た
。

 
活　

動　

経　

過

　
　

月　

日
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
の

１１

１６

概
要
説
明
会
開
催

　

放
送
局
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
た
め
、
募
集
内
容
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
事
務
局
の
予
想
を
上
回
る

約　

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

４０
 
出
資
の
お
願
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
設

立
す
る
に
は
資
金
が
必
要
で
す
。
こ

の
事
業
に
出
資
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
個
人
・
法
人

を
問
い
ま
せ
ん
。）

　

出
資
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
と

う
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
設

立
準
備
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 放送局の計画概要
　とうみコミュニティＦＭ放送局設立準備会の計画概要です。

※計画概要は随時変動します。

▲花岡市長から児玉局長へ設立趣意
　書を手渡しました
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とうみ

　

現
在
に
お
け
る
放
送
計
画
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

F
M
放
送
の
電
波
は
直
進
性
が
あ
り
、
風
雨
に
も
影
響
さ
れ
ず
、
山
や
建
物
の
陰
に
も
あ
る
程
度
回
り
込

ん
で
伝
わ
り
ま
す
。

　

複
雑
な
地
形
や
障
害
物
が
あ
る
場
合
、
伝
わ
り
に
く
い
箇
所
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  
放
送
エ
リ
ア
計
画

 コミュニティ FM Ｑ＆Ａ  今後の事業予定
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

と
う
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
設
立
準
備
会
事
務
局

　
　

企
画
課
情
報
統
計
係　

�　

－

５
８
０
６

６４

放送局の運営スタッフを採用します。 １２月

運営スタッフによる放送局の事業計

画等を作成します。
 ２２年１月

信越総合通信局へ無線局免許申請を

提出します。
２～３月

放送局の運営法人を設立します。３～５月

総合通信局から予備免許交付後、送

信所・演奏所等設備工事を実施しま

す。

６～７月

試験放送を行います。８～９月

本免許後、本放送を開始。９～１０月

　　コミュニティＦＭってなんだっけ？ 

　　正式には「コミュニティ放送」といいます。

都道府県といった大きな枠組みでなく、おお

むね市区町村の枠組みで 「地域密着型」の情

報が提供できる小規模なFM放送です。

　　電波はVHF（超短波）で、FM（周波数変

調方式）を使用し、周波数は76～90メガヘル

ツのうち、国に割り当てられた一波を使用し

　ます。

　　なぜ市が放送局を運営しないのか？

　　コミュニティFM放送を行うためには、国

の免許が必要です。市町村は免許をもらうこ

とができないため、民間法人が事業主体とな

ります。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
の
魅
力
は
、
東
御
市
や
近
隣
地
域
な
ど
身
近
な
情
報
を
リ
ア
ム
タ
イ
ム
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
は
、
地
元
の
皆
様
の
応
援
で
成
り
立
つ
ラ
ジ
オ
局
で
す
。
こ
の
放
送
局
を
、「
人
と
人
」

「
人
と
ま
ち
」「
人
と
店（
事
業
所
）」「
人
と
自
治
体
」の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま
た
、
新
た
な
出

会
い
と
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
の
魅
力
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《
地
下
水
（
湧
水
）
》

採
水
日　

８
月　

日
２７

　

片
羽
八
幡
水
と
針
ノ
木
沢
湧
水

の
2
か
所
で
、
地
下
水
の
定
点
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
内
容

は
、
地
下
水
の
水
質
汚
濁
に
係
る

環
境
基
準
及
び
水
道
水
質
基
準
項

目
の
一
部
で
す
。

　

両
地
点
と
も
、
調
査
し
た
項
目

の
全
て
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
り
、

総
じ
て
良
好
な
水
質
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
数
値
も
昨
年
と
比
べ
て

大
き
な
変
化
は
な
く
、
安
定
し
た

状
態
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
下
水
は
、
水
質
が
比
較
的
安

定
し
て
い
る
反
面
、
汚
染
さ
れ
た

場
合
は
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
井
戸
を
お
持
ち
の
方
は
、
定

�
�

�

期
的
に
色
や
臭
い
な
ど
の
状
態
を

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
使
用

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

目
的
に
よ
っ
て
は
、
安
全
性
を
確

か
め
る
た
め
の
水
質
検
査
を
行
い

�
�

�
�
�
�
�
�

ま
し
ょ
う
。

《
主
要
河
川
》

採
水
日　

９
月　

日
２８

　

千
曲
川
、
鹿
曲
川
な
ど
市
内
の

主
要
河
川　

地
点
に
お
い
て
、
水

２９

質
の
定
点
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
内
容
は
、
生
活
環
境
の
保
全

に
関
す
る
環
境
基
準
項
目（
※
１
）

と
農
業
用
水
基
準
項
目
の
一
部
な

ど
で
す
。

　

基
準
項
目
の
ひ
と
つ
、
一
般
的

な
汚
れ
度
を
表
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
河
川

Ａ
Ａ
類
型
（
※
２
）
相
当
が　

地
１９

点
、
Ａ
類
型
相
当
が　

地
点
で
し

１０

た
。
ま
た
、
酸
性
度
、
ア
ル
カ
リ

性
度
を
示
す
水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
ペ
ー
ハ
ー
）
が
全
体
的
に
ア
ル

カ
リ
性
側
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
が
基
準
値
の
範
囲
内
で
し

た
が
、
２
地
点
で
基
準
値
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
7
・

0
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
が
行
っ
て
い
る
調
査
で
も
、
東

信
地
方
の
河
川
は
高
め
の
数
値
が

出
て
い
る
の
で
、
地
質
的
な
特
徴

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
腸
菌
群
数
は
、
Ａ
類
型
相
当

１
地
点
、
Ｂ
類
型
相
当　

地
点
に

１０

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
大

腸
菌
と
性
質
の
似
た
細
菌
も
含
め

て
検
査
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
全

て
が
ふ
ん
便
に
起
因
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
病
原
性
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
農
業
用
水
基
準
と
比

べ
る
と
、　

地
点
で
窒
素
濃
度
が

２１

基
準
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
農
地
か
ら
の
肥
料
成
分
の

流
出
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
、
市
内
の
河
川
は
、

汚
れ
度
、
透
明
度
か
ら
い
え
ば

�
き
れ
い
な
レ
ベ
ル
�
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
今
の
水
環
境
を
維
持

し
、
さ
ら
に
目
に
は
見
え
な
い
部

分
で
の
水
質
を
改
善
す
る
た
め
、

生
活
雑
排
水
の
下
水
道
へ
の
つ
な

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ぎ
込
み
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
と

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

適
正
管
理
、
農
地
か
ら
の
肥
料
成

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

分
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
適
正
施
肥

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
河
川
へ
の
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
で
す
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

市
で
は
毎
年
、
市
内
の
公
共
水
域
の
水
質
と
大
気
環
境
の
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
水
質
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（※１）以下の通り、水の状態を表す代表的な５つの項目のこと。

（※２）河川の環境基準は、利用目的によって次の６類型に分類され、それぞれに、上記５つの項目の「維持され

ることが望ましい」基準が設けられています。県では、主な37の河川に目標とする類型を指定しており、

市内では、鹿曲川が河川AA、千曲川が河川Aに指定されています。

≪河川の類型と利用目的の適応性≫

ＡＡ……水道水（ろ過等の簡易な浄水）、水浴、自然探勝等の環境保全

 Ａ ……水道水（沈澱ろ過等の通常の浄水）、水浴、ヤマメやイワナ等のきれいな水域に棲む水産生物用

 Ｂ ……水道水（高度な浄水処理）、サケ科魚類やアユ等の比較的きれいな水域に棲む水産生物用

 Ｃ ……工業用水（沈澱等の通常の浄水）、コイやフナ等の多少汚れた水域でも棲める水産生物用

 Ｄ ……工業用水（薬品注入等の高度な浄水）、農業用水

 Ｅ ……工業用水（特殊な浄水処理）、日常生活において不快を感じない限度の環境保全

水中の微生物が有機物を分解するために必要な酸素の量。有機物による水の汚れ度を示す。
汚れがひどいほど微生物が酸素を必要とするので、数値は高くなる。

BOD（生物化学的
　　　酸素要求量）

水中に漂う直径2mm以下の細かな物質の量。濁りがひどいほど数値は高くなる。SS（浮遊物質量）

水中に溶け込んでいる酸素の量。一般的に、汚れがひどいほど微生物が活発に活動し酸素
を使うので、数値は低くなる。

DO（溶存酸素量）

7.0が中性で、これより小さいほど酸性度が強く、大きいほどアルカリ性度が強い。
水素イオン濃度
（ペーハー）

大腸菌及び自然界にも広く存在する大腸菌と性質が似ている細菌の数。人や動物のし尿等
による汚染の指標としている。

大腸菌群数
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　上田地区納税貯蓄組合連合会では、租税教育推進事業の一環として「第43回中学生の税についての作文」

を募集しました。今年は過去最高となる830作品が寄せられ、その中から市内より２人が『上田地区納税貯蓄

組合連合会長賞』を受賞しました。

　ここでは、受賞した２人の作文を紹介します。（敬称略）

　

町
に
つ
く
ら
れ
た
道
路
や
公
園
。
祖
父

母
の
も
ら
っ
て
い
る
年
金
や
病
院
へ
行
っ

た
と
き
の
医
療
費
。
数
多
く
あ
る
福
祉
施

設
や
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
。
私
が
通
う
中
学
校
と
、
今
私
の
使
っ

て
い
る
教
科
書
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
生
活

に
な
い
と
困
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
道

路
が
な
け
れ
ば
自
動
車
で
塾
へ
行
っ
た
り
、

買
い
物
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
な
い
と
ゴ

ミ
の
処
理
に
困
り
ま
す
。
医
療
費
の
負
担

を
す
べ
て
自
分
で
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ケ

ガ
や
病
気
を
し
て
も
病
院
に
は
行
け
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
生
活
に

必
要
な
も
の
は
、
全
部
税
金
で
つ
く
ら
れ

た
り
、
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
住
む
市
を
見
る
だ
け
で
も
、
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
か
な
り
の
税
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
税
を
ど
う
や
っ
て
私
達
国

民
は
、
国
に
納
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
ま
ず
、
一
番
身
近
な
も
の
が
消
費
税

で
す
。
何
か
も
の
を
買
っ
た
と
き
に
、

買
っ
た
も
の
の
５
％
を
消
費
税
と
し
て
支

払
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
員
や
自
営
業
者

が
、
そ
の
人
の
所
得
額
に
あ
っ
た
額
を
所

得
税
と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

社
も
同
じ
よ
う
に
し
て
法
人
税
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
酒
や
た
ば
こ
を
買

っ
た
と
き
、
財
産
を
受
け
継
い
だ
時
に
も

税
金
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

私
達
国
民
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
先

ほ
ど
書
い
た
よ
う
に
私
達
の
生
活
の
た
め

に
す
べ
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
生

活
を
送
る
た
め
、
私
達
が
税
を
支
払
う
こ

と
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
の
収
入
の
う
ち
約　

％
５０

を
公
債
費
（
国
の
借
金
）
と
税
以
外
の
収

入
が
占
め
て
い
ま
す
。
税
だ
け
で
は
、
と

て
も
国
の
支
出
を
補
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。
税
金
は
、
私
達
の
生
活
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、
私
達
の
税

だ
け
で
す
べ
て
国
の
支
出
を
補
う
べ
き
な

の
で
す
。
し
か
し
実
際
、
そ
う
な
っ
て
い

な
い
の
は
支
出
額
が
高
く
、
国
の
支
出
を

す
べ
て
払
う
に
は
、
今
ま
で
の
税
よ
り
も

さ
ら
に
税
金
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
将
来
、
国

の
公
債
費
は
も
っ
と
多
く
な
っ
て
し
ま
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
は
少

子
高
齢
化
の
時
代
。
年
金
で
生
活
す
る
お

年
寄
り
が
増
え
る
の
に
、
お
年
寄
り
の
生

活
を
支
え
る
若
い
働
き
手
は
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
き
ま
す
。
一
九
八
〇
年
に
は
生
活

を
支
え
る
お
年
寄
り
一
人
に
対
し
、
働
き

手
は
六
・
六
人
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
三
・
六
人
に
な
り
、
将
来
は
、
一
・

九
人
‥
‥
。
な
ど
働
き
手
に
対
す
る
一
人

ひ
と
り
の
税
負
担
は
確
実
に
重
く
な
る
の

で
す
。

　

税
は
み
ん
な
の
町
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

ん
な
大
切
な
税
を
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
私
達
は
ど
う
負
担
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
課
題
は
大
き
い
で
す
が
、

私
は
将
来
支
払
う
べ
き
税
は
き
ち
ん
と
払

い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
は
私
達
の
税
を
ム

ダ
づ
か
い
せ
ず
、
大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
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平
成　

年
４
月
１
日
採
用
の

２２

　
　
　
　
　
　

市
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

１
、
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格
等

２
、
申
し
込
み
方
法

①
提
出
書
類

　

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
市
役
所
総

務
課
に
あ
り
ま
す
）、
写
真
貼
付

　

・
資
格
証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
取
得

見
込
み
の
者
は
在
学
証
明
書

②
申
込
書
の
請
求

　
　

申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課
に
直
接

請
求
す
る
か
、
東
御
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
４

サ
イ
ズ
普
通
紙
、
両
面
印
刷
）
し
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
御
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.city

.to
m
i.n
ag
an
o
.jp
/

　
　

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
返
送
用
と
し
て
長
形
３
号
の

封
筒
に　

円
切
手
を
貼
り
、
返
信
先
を

８０

記
載
し
た
も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
受
付
期
間

　
　

平
成　

年
１
月
１
日（
金
）か
ら
１
月

２２

　

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
締
切

１５日
消
印
ま
で
有
効
）

　

※
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の

　

受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

４
、
試
験
の
日
時
、
場
所
等

①
筆
記
試
験

　

・
試
験
日　

平
成　

年
1
月　

日（
土
）

２２

３０

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

　

・
場　

所　

東
御
市
役
所

②
口
述
試
験

　

・
試
験
日　

平
成　

年
2
月
下
旬

２２

　

・
場　

所　

東
御
市
役
所

※
詳
し
く
は
応
募
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

総
務
課
総
務
係

　
　
　

〒
3
8
9－

0
5
9
2

　
　
　

東
御
市
県
2
8
1
番
地
２

　
　
　

�　

－

５
８
７
６

６４

採
用
職
種

給
食
調
理
員

臨
床
工
学
技
士

採
用
予
定
人
員

若

干

名

若

干

名

受　
　

験　
　

資　
　

格

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
調
理
師
資

44

格
を
持
ち
、
学
校
給
食
室
ま
た
は
大
量
調
理
施
設
で

勤
務
経
験
の
あ
る
方

臨
床
工
学
技
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
、
ま
た
は

平
成　

年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

２２

　

国
の
財
源
の
約
五
十
二
％
は
国
民
が
納

め
た
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
、
よ
り
豊
か
で
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
税
金
が
、

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
歳
入
総
額
は
約
八

十
九
兆
円
で
す
。
こ
の
歳
入
の
内
訳
を
見

て
み
る
と 「
租
税
・
印
紙
収
入
」 つ
ま
り
税

金
が
五
十
二
・
一
％
と
一
番
高
い
割
合
に

な
っ
て
お
り
、
会
社
員
や
自
営
業
者
が
支

払
う
「
所
得
税
」、
物
を
買
っ
た
と
き
に
支

払
う
「
消
費
税
」、
企
業
な
ど
が
支
払
う

「
法
人
税
」
な
ど
の
税
が
、
国
の
財
政
を

支
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
ら
の
税
金
は
何
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
の
予
算
の
使

い
方
は
、
国
会
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
が
、
よ
り
豊
か
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
と
な
る
よ
う
な
方
面
に
、
多
く
の

費
用
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

医
療
費
の
負
担
や
老
人
福
祉
な
ど
に
使
わ

れ
る
社
会
保
障
関
係
費
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
社
会
資
本
の
充
実
の
た
め
に
使
わ
れ

る
公
共
事
業
関
係
費
、
そ
の
ほ
か
、
義
務

教
育
や
宇
宙
開
発
な
ど
を
支
え
る
文
教
及

び
科
学
振
興
費
な
ど
で
す
。
国
債
費
は
、

国
債
の
元
本
の
返
済
、
利
子
の
支
払
い
な

ど
の
費
用
で
、歳
出
の
う
ち
二
十
二
・
九
％

と
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
が
三
％
か
ら
五
％
に
な
り
国
民

の
負
担
は
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
税
金
で

国
の
財
政
、
私
た
ち
国
民
の
暮
ら
し
が
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
税
は
国
を
維
持

し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
憲
法
で
も
税
金
を
納
め
る

こ
と
「
納
税
」
を
国
民
の
義
務
と
定
め
て

い
ま
す
。
納
税
の
義
務
は
、
勤
労
の
義
務
、

教
育
の
義
務
と
な
ら
ん
で
国
民
の
三
大
義

務
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
が
戦
後
大
き
な
発
展
を
と

げ
る
中
、
財
政
の
柱
で
あ
る
税
の
仕
組
み

も
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

税
は
社
会
保
障
、
環
境
問
題
、
国
際
協
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
使
わ
れ
、
そ

の
役
割
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
は
い
つ
の

時
代
で
も
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
豊
か

で
夢
の
あ
る
暮
ら
し
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
税
の
あ
り
方
を
一

人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
、
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
社
会
と
地
球
を
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

  
※
採
用
は
平
成　

年
４
月
１
日

２２
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平
成　

年
市
議
会
第
4
回
定
例

２１

会
が
、　

月　

日
か
ら　

月　

日

１１

２７

１２

１８

ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ

２２

れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
へ
の
提

出
議
案
は
、
市
に
お
け
る
平
成　
２１

年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承

認
1
件
を
は
じ
め
、
一
般
・
特
別

・
企
業
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
補
正
予

算
7
件
、
新
設
条
例
1
件
及
び
条

例
の
一
部
改
正
8
件
、
市
有
財
産

の
譲
渡
に
つ
い
て
1
件
、
そ
の
他

　

秋
以
降
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
市

内
に
お
い
て
も
患
者
数
は
増
加
の

一
途
を
辿
り
、
集
団
感
染
に
よ
り

保
育
園
や
小
・
中
学
校
に
お
い
て

学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
市
と
致
し
ま
し
て
は
、
対
策

本
部
を
中
心
に
国
・
県
・
医
療
機

関
等
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
市
民
生
活
の
安
定
化

を
主
眼
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

民
主
党
の
歴
史
的
な
勝
利
に
伴

い
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
９
月
に

  
市
長
招
集
の
あ
い
さ
つ （
抜
粋
）

鳩
山
政
権
が
発
足
致
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
現
行
の
事
業
や
地
方
財

政
制
度
の
根
幹
に
大
き
な
変
革
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
の
状
況
を
直
視
す

る
中
、
市
で
は
当
面
の
間
、
税
収

の
大
幅
な
減
少
を
見
込
み
つ
つ
、

来
年
度
の
実
施
計
画
の
策
定
と
新

年
度
予
算
の
編
成
作
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の
経
費
の

節
減
･
合
理
化
と
財
源
の
重
点
的

配
分
に
徹
し
、
事
務
事
業
の
「
選

択
と
集
中
」
を
念
頭
に
市
の
発
展

を
期
し
た
予
算
編
成
に
な
る
よ
う

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

「
東
御
市
行
政
改
革
大
綱
」「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
定
員
適
正
化

計
画
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

歳
出
の
削
減
と
財
源
の
確
保
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、

市
政
を
お
預
か
り
す
る
責
任
者
と

し
て
3
万
2
千
市
民
の
た
め
に
、

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
安
定
し

た
市
政
運
営
を
進
め
る
べ
く
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
件
の
合
わ
せ
て　

議
案
が
提
出

１９

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
請
願
1

件
、
陳
情
6
件
が
各
常
任
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

（
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
２
月
発
行
の
『
市

議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

健全化判断比率

将来負担
比　　率

実質公債
費 比 率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比　　率

区　　分

109.416.0－－東　　御　　市

350.025.018.4913.49早期健全化基準

－35.040.020.0財政再生基準

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額・資
金不足額が生じていませんので、該当ありません。

資金不足比率

経営健全化基準資金不足比率特別会計等の名称

20.0

－下水道事業会計

－水道事業会計

－病院事業会計

※いずれの会計も資金不足額が生じていませんので、
資金不足比率は該当ありません。

・暫定値及び指標の意味等は市報とうみ１０月号１２
ページまたは市ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805

（単位：％）

（単位：％）

財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化
法法法法法法法法法法
にににににににににに
基基基基基基基基基基
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化
判判判判判判判判判判
断断断断断断断断断断

  
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率
及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびび
資資資資資資資資資資
金金金金金金金金金金
不不不不不不不不不不
足足足足足足足足足足
比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率

  
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率　
　
（
確
定
値
）

　

総
務
省
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
「
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
率
」
の

確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
暫
定

値
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

舞台が丘整備基本構想
が策定されました

　舞台が丘整備基本構想に関しては、

パブリックコメントでお寄せいただ

いた意見（17名から31件）を参考に

原案の一部修正を加え、基本構想を

確定しました。その内容は、12月の

市議会定例会において報告するとと

もに、市ホームページで公表してい

ますのでご覧ください。

　なお、現在は新図書館の規模や市

役所の事務所配置等について検討し

ており、これらの作業が終了次第、

平成２１年度内に基本設計に着手する

予定です。

●企画課企画調整係　�64－5893

▲12月7、8日には、一般質問が行なわれた

 
市
議
会
第
４
回
定
例
会

　
　
　
　
　

議
案　

件
が
提
出
さ
れ
る

１９



15 （２０１０年１月）

とうみ

第7話　インフルエンザ
男女共同参画プラン推進委員会  

 
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
と

 
思
っ
た
ら
直
ち
に
通
報
を

　

市
内
で
起
き
た
犯
罪（
未
遂
含
）

の
中
に
は
、
早
期
の
通
報
や
届
出

が
無
か
っ
た
た
め
、
検
挙
で
き
な

か
っ
た
り
、
被
害
の
拡
大
防
止
や

再
発
防
止
に
結
び
付
け
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

後
を
絶
た
な
い
振
込
め
詐
欺
な

ど
は
、
市
内
で
も
「
携
帯
電
話
を

紛
失
し
電
話
番
号
を
変
え
た
」「
風

邪
気
味
で
い
つ
も
と
声
が
違
う
」

な
ど
と
い
っ
た
明
ら
か
に
振
込
め

詐
欺
の
電
話
と
思
わ
れ
る
前
兆
事

案
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、
実
際

に
通
報
が
あ
っ
た
の
は
僅
か
数
件

で
し
た
。

　

振
り
込
み
詐
欺
ば
か
り
で
な
く
、

「
ド
ロ
ボ
ー
に
入
ら
れ
た
が
被
害

が
な
か
っ
た
」「
知
ら
な
い
人
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
、
車
に
連
れ
込
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
」
等
の
場
合
も

同
様
で
す
。

　

犯
罪
被
害（
前
兆
事
案
も
含
め
）

が
発
生
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
警
察

に
通
報
や
届
出
を
し
て
、「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 
１
月　

日
は

１０

「
１
１
０
番
の
日
」

　

１
１
０
番
は
、
市
民
と
安
全
安

心
の
架
け
橋
で
す
。
み
ん
な
で
適

切
な
利
用
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

●
東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

●
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

●材料（★：市内の食材）

　　　　＜直径15㎝ のピザ2枚分＞

おから  ……………………………150g

小麦粉  ……………………………100g

⑤焼いた生地にケチャップを塗り、�

をトッピングし、チーズをのせて

オーブンでこげ目がつくまで焼く。

審査員からのアドバイス

　「生地にマヨネーズを入れるとふっ

くらできます。」

　学校給食にも登場しました ！

塩  …………………………小さじ１/2

水  …………………………………60cc

むきぐるみ★  ………………………50g

枝豆（さやから出したもの）★  …50g

もろこし★  …………………………50g

ケチャップ ……………………大さじ２

とろけるチーズ  …………………100g

油 ………………………………大さじ１

�作り方

①おから・小麦粉・塩・水を混ぜ10分

寝かせる。

②くるみ・枝豆・もろこしをあらみじ

ん切りにする。

③�の生地を半分にし、薄く伸ばす。

④油を薄くしいたフライパンで両面焼

く。（半透明になる程度）

  親子料理コンテスト
　　　 　入賞作品紹介②

ヘルシーアイディア賞

クルピッツァ
「おからを使うことでしっとりヘ
ルシーな生地が短時間で作れます。
こねたり、伸ばしたり、子どもと
楽しくできます。おから、枝豆、
もろこしなど冷凍保存しておけば
いつでも作ることができます」

畠中美保・勇輔（小６）さん

お   
わ   
び

　
　

月
号　

ペ
ー
ジ
の
祢
津
地
区
ミ
ニ
駅
伝

１２

１０

大
会
の
結
果
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
わ
び
と
と
も
に
、
該
当
箇
所
を
再
掲
載

し
訂
正
し
ま
す
。

第25回祢津地区ミニ駅伝大会
○１０月２4日 （土）、祢津小学校グラウンド発着、地区内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７区間　１３.5㎞）
○参加チーム数　１３チーム （祢津小児童によりチーム編成）
○祢津地区子ども会育成連絡協議会主催

●区間記録（敬称略）
１区（2.5㎞）春原　康佑　金井　　　　　９分３２秒
２区（2.2㎞）渡辺　聖也　ばすつーズ１号　７分２４秒
　　 〃 　　  田口　幹久　新屋Ａ　　　　 　  〃
３区（1.4㎞）金井　稜太　JAPAN伊勢原　６分０１秒
４区（1.6㎞）山口　大夢　ばすつーズ２号　７分２９秒
５区（1.6㎞）塚田　　萌　JAPAN伊勢原　６分３１秒
６区（2.1㎞）高藤　大希　金井　　　　　 ７分４７秒
７区（2.1㎞）尾形　峻志　JAPAN伊勢原　７分３４秒



16（２０１０年１月）

誕生日おめでとう！（ 1 月生まれ）

 小 
お

 澤 　
ざわ

 悠 眞
ゆう

   くん （乙女平）
ま

（１歳、H２１．１．１４生）

　悠眞　初めてのお誕生日おめでとう。

笑顔、仕草のひとつひとつで、みんなを

幸せにしてくれる悠ちゃん。生まれてき

てくれてありがとう。これからも元気に

過ごそうね。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 優 月   くん（島川原）
ゆ づき

（１歳、H２１．１．２０生）

　優月お誕生日おめでとう�最初は小さ

く生まれて心配ばかりしたけど、元気に

育ってくれてありがとう☆これからも持

ち前の明るさで力強く育っていってね�

 鷹  野 　 碧 生   くん （中屋敷）
たか の あお い

（１歳、H２１．１．５生）
　�碧くん、１歳お誕生日おめでとう�
いつも元気いっぱいの碧くん�隼人兄
ちゃんが大好き�で、いつも一生懸命追
いかけているね。みんな碧くんの笑顔が
大好きだよ。これからも兄弟仲良く元気
いっぱいに育ってね�

 中  山 　 心 結   ちゃん （鞍掛自治区）
なか やま み ゆ

（１歳、H２１．１．１５生）

　お誕生日おめでとう�お歌が上手♪笑

顔がお得意。そんな心結ちゃんがパパマ

マはだ～い好き�可愛くて可愛くて毎日

が幸せいっぱい��これからもいっぱい

一緒に笑おうね�

 風  間 　あやかちゃん （乙女平）
かざ ま

（１歳、H２１．１．２生）

　あやか�１歳のお誕生日おめでとう�

あやかが生まれて1年。いろいろな事が

あったね�すてきな思い出でいっぱいだ

よ�これからも、いっぱい笑って元気に

育ってね�

 田  中 　美心    ちゃん（田沢）
た なか こころ

 （１歳、H２１．１．２５生）

　1歳の誕生日おめでとう。いたずらが

大好きなおてんば娘ですが、そんな美心

を見ているとみんなが笑顔になるよ�大

好きなお兄ちゃんと仲良く元気に大きく

なってね�

 坂  田 　 康  汰 郎   くん（栗林）
さか た こう た ろう

 （１歳、H２１．１．２４生）

　お誕生日おめでとう！ごんぶと眉毛が

自慢のこうちゃん。これからも大好きな

にいにいと遊んでいる時の、そのかわい

い笑い声をいっぱい聞かせてね�

 佐  藤 　 大 翔   くん（加沢）
さ とう やま と

 （１歳、H２１．１．２６生）

　毎日たくさんの笑顔をありがとう�大

翔のニコニコ顔、パパもママもみんな大

好きだよ�これからも可愛い笑顔で元気

に大きく育ってね☆

 鹿  田 　 拡 翔   くん （郷仕川原）
しか だ ひろ と

 （１歳、H２１．１．２１生）

　☆拡翔　誕生日おめでとう☆いつも笑

顔が絶えない拡翔くん。父ちゃん母ちゃ

んは幸せでいっぱいだよ。大好きだよ�

 � 
やなぎ

 澤 　 旺  志 朗   くん（中八重原）
さわ おう し ろう

 （１歳、H２１．１．２６生）

　�おうちゃんお誕生日おめでとう�い

つも元気いっぱい、笑顔いっぱい。お兄

ちゃんお姉ちゃんにも負けないぞー�こ

れからも何事も志を旺盛に朗らかな子に

育ってね�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 更 紗   ちゃん（東町）
さら さ

 （１歳、H２１．１．２８生）

　離乳食をパクパク食べる更ちゃん。大

変なつわりとお産を一緒に乗り越えてく

れてありがとう。これからも元気な笑顔

をいっぱい見せてね！

 坂  口 　 凜  之 助   くん（日向が丘）
さか ぐち りん の すけ

 （１歳、H２１．１．２８生）

　大きくなったよ。ボク、りんちゃん！

ボクが歩くとみ～んな振り向く♪毎日こ

ろんで毎日笑ってゆっくりゆ～っくり大

きくなるよ。

☆募集します!!☆　（対象者２月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、１月１２日 （火） 必着。
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とうみ

 池 
いけ

 内 
うち

　 琉 太
りゅう

   くん （大石）
た

（２歳、H２０．１．４生）

　琉ちゃん２歳のお誕生日おめでとう�

元気いっぱいで小さな傷が絶えないけど、

男の子はわんぱくぐらいが丁度いい★こ

れからも毎日元気に暴れてね�

 岡  松 　 優 海   ちゃん（加沢）
おか まつ ゆう み

（２歳、H２０．１．２０生）

　優海�２歳のお誕生日おめでとう��

おしゃべりがたくさん出来るようになっ

て毎日楽しいね！これからもいっぱい食

べていっぱい笑って大きくな～れ�

 寺  崎 　 栞 音   ちゃん （本海野）
てら さき し おん

（１歳、H２１．１．２９生）

　初めてのお誕生日オメデトオー�毎日

毎日成長しておてんばになっていくしお

に目が離せません。色々なことにチャレ

ンジしてパパとママを驚かせてねっ�

 中  田 　 果 歩   ちゃん （田中）
なか た か ほ

（２歳、H２０．１．１７生）

　果歩、２歳のお誕生日おめでとう！歌

や踊りが大好き！イタズラも大好き!?こ

れからも素敵な笑顔をたくさん見せてね

�

 白  倉 　 陽 彩   くん （乙女平）
しら くら ひ いろ

（１歳、H２１．１．２９生）

　HappyBirthdayひいろ�いつもニコニ

コ♪その笑顔に家族みんなが癒されてい

るよ�我が家のヒーローだね★これらも

いっぱい遊んで元気な笑顔を見せてね�

 市  村 　 奏 也   くん（新屋）
いち むら かな や

 （３歳、H１９．１．１５生）

　奏也�お誕生日おめでとう！あっとい

う間に３歳になり、４月からは保育園だ

ね。これからも弟の倖也と仲良く、いっ

ぱい食べて元気に大きくなってね�

 高  橋 　 胡 晴   ちゃん（桜井）
たか はし こ はる

 （３歳、H１９．１．１３生）

　保育園の劇でアンパンマンの役やる！

と言い張る胡晴。本当はかえるの役でし

た�可愛いかえるちゃんありがとう。

 小 
こ

 林 
ばやし

　 遥 香   ちゃん（西海野）
はる か

 （３歳、H１９．１．１６生）

　甘い食べ物が大好きなはーちゃん。ご

はんも食べて元気な子に育ってね！弟も

できて楽しくなるね♪

 中  山 　 新 太   くん （光ヶ丘）
なか やま あら た

 （３歳、H１９．１．４生）

　新太の笑顔にいつも癒されています�

いっぱい遊んで、優しくたくましい男の

子に成長していってね♪大好きなお姉

ちゃんとも仲良くね�

 菊  池 　 優 花   ちゃん（田中）
きく ち ゆう か

 （３歳、H１９．１．２７生）

　3歳おめでとう�できることが増えて

きてお母さんのお手伝いもしてくれてあ

りがとう。お姉ちゃんにもなったから妹

の理央ちゃんといっぱい遊んでね�

 
新
た
な
自
治
会
活
動
の

　
　
　
　
　
  
拠
点
に
期
待

 
片
羽
区
・
田
之
尻
区

　
　
　
  
公
民
館
完
成

　

片
羽
区
、
田
之
尻
区
の
両
区
が
建
設
を

進
め
て
き
た
公
民
館
が
完
成
し
、　

月
７

１１

日
に
は
片
羽
区
、　

月　

日
に
は
田
之
尻

１２

１２

区
が
竣
工
式
を
行
い
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　

両
区
と
も
区
内
に
建
設
委
員
会
を
組
織

し
、
区
民
の
意
向
を
く
み
い
れ
、
設
計
に

反
映
さ
せ
ま
し
た
。
公
民
館
建
設
の
大
事

業
を
終
え
、
伊
藤
麟
太
郎
片
羽
区
長
と
井

出
進
一
田
之
尻
区
長
は
、
区
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
新
た
な
活
動
拠
点
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

▲片羽区公民館

▼田之尻区公民館
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初
め
て
の
稲
刈
り

　
　
　
　

北
御
牧
小
学
校
五
年

　
 
横  
山 　
 
冬 
華
   
　

よ
こ 
や
ま 

ふ
ゆ 

か

　

「
イ
エ
ー
イ
、
今
日
で
き
る
！
」

　

初
め
て
の
稲
刈
り
だ
っ
た
け
れ

ど
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

　

け
れ
ど
、
や
る
前
か
ら
、
手
を

切
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
で

し
た
。

　

稲
を
刈
り
始
め
る
と
、
「
ザ
ァ

ー
」
と
切
れ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
役
わ
り
が
あ
っ
た

け
ど
、
初
め
て
の
わ
り
に
は
、
と

っ
て
も
良
く
で
き
ま
し
た
。

　

刈
っ
て
、
し
ば
っ
て
、
順
じ
ょ

良
く
や
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、
班
の
み
ん
な
と
協
力
し
て
で

き
ま
し
た
。

　

は
ぜ
か
け
ま
で
い
く
と
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
や

っ
て
い
く
と
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
と
、

　 
生
徒
会
を
引
き
継
い
で

　

東
部
中
学
校
二
年

　
　

生
徒
会
長　
 
服  
部 　
 
祐 
輝
   
　

は
っ 
と
り 

ゆ
う 

き

　

二
学
期
も
終
盤
に
近
づ
き
、
生

徒
会
も
引
き
継
ぎ
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
役
員
選
挙
も
終
わ
り
、

僕
が
生
徒
会
長
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
「
各
委
員
会
活
動
を
活
発

に
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
生
徒
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
各
委
員
会
活
動
を
活
発
に
す

る
」
と
は
具
体
的
に
、
清
美
委
員

会
と
協
力
し
て
無
言
清
掃
を
徹
底

し
た
り
、
交
通
委
員
会
で
は
自
転

車
に
安
全
に
乗
れ
て
い
る
か
な
ど

を
調
べ
た
り
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
各
委
員
長
と
共
に
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
行
い
、
学
校
全
体

が
あ
い
さ
つ
で
あ
ふ
れ
る
、
明
る

し
っ
か
り
終
わ
っ
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

大
変
だ
っ
た
所
は
、
友
達
と
助

け
合
っ
て
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

い
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
挙
げ
た
例
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
生
活
で
感
じ
た
こ
と
を
委

員
長
と
相
談
し
、
更
に
活
発
に
し

た
い
で
す
。
委
員
会
活
動
を
活
発

に
す
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員
一
人
ひ
と

り
の
力
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

委
員
が
や
る
べ
き
こ
と
を
自
覚
す

る
よ
う
に
、
三
役
や
委
員
長
で
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

「
生
徒
会
長
」と
い
う
大
き
な
仕

事
に
就
き
、
活
動
し
て
い
く
に
は

ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
す
。
し
か
し
、

出
せ
る
力
を
全
て
出
し
切
り
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

学
校
で
の
授
業
を
終

え
解
放
さ
れ
た
児
童
た

ち
は
、
一
番
乗
り
を
目

指
し
勢
い
よ
く
児
童
館

に
押
し
寄
せ
ま
す
。
利

用
児
童
は
年
々
増
え
、

今
年
度
は
多
い
日
に
は

利
用
者
が　

名
を
超
す

80

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

然
豊
か
な
広
い
児
童
館

の
庭
は
格
好
の
遊
び
場

と
な
っ
て
多
く
の
児
童

が
元
気
に
遊
び
ま
す
。

　

児
童
館
周
辺
の
水
路

に
水
が
流
れ
る
頃
に
な

る
と
、
た
く
さ
ん
の
サ

ワ
ガ
ニ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
現
れ
、
タ

イ
コ
ウ
チ
、
ヤ
ゴ
、
カ
ブ
ト
エ
ビ

な
ど
の
水
生
昆
虫
も
捕
ま
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
な
る
と
ト
ン
ボ
や

チ
ョ
ウ
な
ど
を
捕
獲
網
で
追
い
回

す
児
童
や
、
石
垣
か
ら
カ
ナ
ヘ
ビ

を
捕
ま
え
て
大
興
奮
で
見
せ
て
く

れ
る
児
童
も
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
、
一
輪
車
や
ボ
ー
ル

遊
び
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
し

て
楽
し
み
ま
す
。

　

集
団
生
活
の
基
本
と
し
て
、
大

き
な
あ
い
さ
つ
と
、
自
分
で
脱
い

だ
履
物
の
片
付
け
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
館
は
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む

場
所
で
す
。

　

学
校
や
家
庭
で
体
験
で
き
な
い

こ
と
を
児
童
館
の
約
束
事
を
守
り

な
が
ら
た
く
さ
ん
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

　

草
刈
作
業
な
ど
を
通
じ
て
地
区

の
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
情
操
豊

か
で
、
心
身
と
も
に
健
康
に
育
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。 ▲何か見つかった？

▲役割分担で作業を進めました

▲立ち会い演説会のようす
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

く
ま
の
子
に
よ
る

１
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

１
月　

日 （
土
）

１６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

絵
本　

「
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん
」他

　

ス
ラ
イ
ド
絵
本
「
十
二
支
の
は
な
し
」

　

大
型
紙
芝
居
「
く
れ
よ
ん
さ
の
け
ん
か
」

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
大
き
な
か
ぶ
」

　

手
遊
び

　
１
月
８
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

 
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

１
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
ト
ラ
が
出
て
く
る
本
】

　

こ
と
し
は
ト
ラ
年
。
い
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

�
と
ら
は
え
ら
い

　
　

五
味
太
郎：

作

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

�
ト
ラ
の
テ
レ
サビ

ッ
キ
ー
・
イ
ー
ガ
ン：

文

ダ
ニ
エ
ラ
・
デ
・
ル
カ：

絵

秋
篠
宮
紀
子：

構
成
・
訳

�
チ
ッ
チ
と
子 

石
田　

衣
良：

著

　

毎
日
新
聞
社

　

3
年
前
に
妻
が
不
思
議
な
事
故
で
死
ん
で

以
来
、
小
学
生
の
息
子
と
ふ
た
り
暮
ら
し
を

続
け
る
万
年
初
版
作
家
・
青
田
耕
平
。
つ
い

に
直
木
賞
候

補
に
選
ば
れ

る
が
…
。
寂

し
さ
か
ら
逃

れ
ら
れ
な
い

父
と
子
の
愛

情
を
描
く
。

�
楽
し
い
ス
ケ
ー
ト
遠
足

 

ヒ
ル
ダ
・
フ
ァ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ム：

作
・
絵

ふ
な
と
よ
し
子：

訳

福
音
館
書
店

　

す
み
き
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
冬
空
の
下
、
は

る
か
に
の
び
る
氷
の
道
。　

人
の
子
ど
も
た

１６

ち
と
先
生
は
、
ス
ケ
ー
ト
遠
足
に
で
か
け
ま

し
た
。
み
ん

な
の
暮
ら
す

村
か
ら
、
初

め
て
訪
れ
る

町
を
め
ざ
し

て
…
。

　 
し
ら
か
ば
号
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

図
書
館
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
移
動
図

書
館
車
「
し
ら
か
ば
号
」
を
３
コ
ー
ス
で

週
ご
と
に
巡
回
し
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
利
用
状
況
に
応
じ
て

半
年
に
一
度
コ
ー
ス
の
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
４
月
の
湯
楽
里
館
に
続

き
、　

月
よ
り
福
祉
施
設
に
ス
テ
ー
シ
ョ

１０

ン
を
増
設
し
て
巡
回
し
、
さ
ら
に
多
く
の

皆
様
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

1月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

��

98765��

16151413��10

2322212019�17

30�282726�24

31

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

◆
一
般
書

�
木
練
柿 
…
…
…
… 
あ
さ
の　

あ
つ
こ
・
著

�
再　

会 
…
…
…
…
…
… 
重
松　
　

清
・
著

�
失
敗
し
な
い
球
根
花 
…
…
… 
講
談
社
・
編

�
追
跡
！
坂
本
龍
馬

　

―
旅
立
ち
か
ら
暗
殺
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　

足
ど
り
を
徹
底
検
証
―

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
菊
地　
　

明
・
著

�
大
活
字
本　

鷺
と
雪
1
〜
3

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
北
村　
　

薫
・
著

◆
児
童
書

� 
ネ
ズ
ミ
ち
ゃ
ん
と
お
ま
つ
り
ふ
う
せ
ん

　
　
 
…
… 
バ
レ
リ
ー
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
絵

�
お
そ
ば
お
ば
け

　
　
　
　
　
　
 
…
… 
し
り
あ
が
り　

寿
・
絵

�
妖
精
ピ
リ
リ
と
の
三
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
西　
　

美
音
・
作

�
く
も
の
が
っ
こ
う　

え
ん
そ
く

　
　
 
…
…
…
…
… 
い
け
ず
み　

ひ
ろ
こ
・
絵

�
ガ
ツ
ン
！ 
… 
ニ
ッ
ク
・
ホ
ー
ン
ビ
ィ
・
作
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は
が
き
や
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空

請
求
が
多
く
あ
り
ま
す
。
身
に
覚

え
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
絶

対
に
返
事
な
ど
反
応
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
も
し
、
電
話
な
ど
し
た

場
合
、
相
手
に
こ
ち
ら
の
情
報
を

伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
裁
判
所
の
通
知
を
装
い
支

払
い
を
促
す
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

通
知
が
届
い
た
場
合
は
、
慌
て

ず
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

①
請
求
が
何
年
も
前
の
こ
と
で
、

も
し
か
し
た
ら
支
払
い
そ

び
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
よ
く
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

②
通
知
に
明
記
さ
れ
た
電
話

番
号
等
連
絡
先
に
連
絡
す

る
前
に
、
必
ず
電
話
帳
や

番
号
案
内
な
ど
で
送
付
元

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

裁
判
所
か
ら
の
通
知
に
は
、

異
議
申
し
立
て
書
な
ど
も
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
裁
判
所
へ
お
問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部

�　

－

０
０
０
３

２２

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、
お
困
り
に
な
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

明
治
維
新
当
時
、
日
本
の
識
字

率
は
非
常
に
高
く
、
世
界
で
も

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

世
界
的
に
み
る
と
、
江
戸
時
代
に

寺
子
屋
な
ど
で
、
文
字
の
読
み
書

き
を
習
う
子
ど
も
た
ち
が
多
か
っ

た
か
ら
で
す
。
明
治
政
府
の
富
国

強
兵
、
殖
産
興
業
の
政
策
に
よ
り
、

義
務
教
育
制
度
が
敷
か
れ
教
育
に

力
が
注
が
れ
ま
し
た
。
当
時
国
民

の
教
育
に
か
か
る
負
担
は
相
当
な

も
の
で
し
た
。
明
治
時
代
は
義
務

教
育
と
言
っ
て
も
、
経
済
的
に
苦

し
く
家
の
手
伝
い
な
ど
で
学
校
に

通
え
な
い
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
子
守

を
し
な
が
ら
学
校
に
通
え
る
子
守

学
校
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
に

残
っ
て
い
ま
す
。
被
差
別
部
落
の

子
ど
も
た
ち
に
お
い
て
も
学
校
に

行
け
な
い
子
ど
も
が
多
く
い
ま
し

た
。

　

部
落
解
放
運
動
に
お
い
て
、
識

字
運
動
は
解
放
運
動
の
原
点
と
い

わ
れ
ま
す
。
人
間
性
の
回
復
に
繋

が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
高
知
県

の
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
た
北
代

さ
ん
は
文
字
の
読
み
書
き
を
習
え

な
い
ま
ま
大
人
に
な
り
ま
し
た
。

解
放
運
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
識
字
学
級
に
通
い
、
ひ
ら
が

な
と
僅
か
な
漢
字
が
書
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
１
９
７
３
年
の

識
字
作
品
で
「
い
ま
ま
で　

お
い

し
ゃ
へ
い
っ
て
も　

う
け
つ
け
で

　

な
ま
え
を
か
い
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が　

た
め
し
に
じ
ぶ
ん
で

か
い
て　

た
め
し
て
み
ま
し
た
。

か
ん
ご
ふ
さ
ん
が　

北
代
さ
ん　

と
よ
ん
で
く
れ
た
の
で　

大
へ
ん

う
れ
し
か
っ
た
。」と
書
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
夕
焼
け
の
詩
に
つ
い

て
、「
夕
や
け
を
見
て
も　

あ
ま

り
う
つ
く
し
い
と
思
わ
な
か
っ
た

け
れ
ど　

じ
を
お
ぼ
え
て　

ほ
ん

と
う
に
う
つ
く
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。」と
書
い
て
い
ま

す
。
こ
の
話
か
ら
識
字
運
動
が
感

性
や
心
の
豊
か
さ
の
回
復
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。
長
野
県
に
お
い
て
も
解
放

運
動
の
一
環
と
し
て
識
字
学
級
が

開
設
さ
れ
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
通
っ
た
須
坂
市
の
け
さ
え

さ
ん
は
、
読
み
書
き
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
幾
つ
か
の
歌
を
詠
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
首
に

「
我
老
い
て　

習
い
お
ぼ
え
た
読

み
書
き
は　

夜
空
に
輝
く
星
の
如

し
」
が
あ
り
ま
す
。
識
字
学
級
で

学
ん
だ
こ
と
の
喜
び
が
見
事
に
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
代
さ
ん
も
、
け
さ
え
さ
ん
も
、

伝
達
の
手
段
と
し
て
の
文
字
の
使

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び

は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
感

性
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
の
喜
び

が
大
き
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
け
さ
え
さ
ん
は
、「
自

分
が
今
ま
で
読
み
書
き
が
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
差
別
に
よ
る
も
の

で
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
す
。
学
ぶ
機
会
が
で
き
た
時

か
ら
一
生
懸
命
学
ぼ
う
と
決
め
、

失
わ
れ
た
も
の
を
取
り
戻
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
姿
か

ら
識
字
運
動
の
果
た
し
た
大
き
な

役
割
を
感
じ
ま
す
。

『
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う
』

   
裁
判
所
か
ら
通
知
・
・
・
？ ？



手
の
届
く
所
に
食
べ
物
を
置
か
な
い
な
ど

「
悪
い
行
動
の
き
っ
か
け
を
な
く
す
」
間

食
し
た
く
な
っ
た
ら
歯
磨
き
す
る
な
ど

「
代
わ
り
の
行
動
を
す
る
」
な
ど
、
自
分

の
ま
わ
り
に
健
康
を
促
す
き
っ
か
け
を
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
思
い
切
っ
て
、

健
康
教
室
や
運
動
施
設
へ
足
を
運
ん
で
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
継
続
す
る
き
っ
か
け

　

す
ぐ
に
実
感
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
（
良
い

点
）
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
運
動

し
た
後
の
達
成
感
や
充
実
感
。
間
食
を
我

慢
で
き
た
満
足
感
。
自
分
で
自
分
を
褒
め

る
こ
と
も
、
誰
か
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
も

継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
と
え
年
末
年

始
に
生
活
が
乱
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
全
て

が
ダ
メ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

頑
張
れ
る
「
き
っ
か
け
」
を
見
つ
け
て
、

そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
、
前
向
き
な
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
る
と
「
今
年
こ
そ
○

○
す
る
ぞ
！
」
と
心
に
決
め
る
の
で
す
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
、
元
の
生
活
に
…
。

「
健
康
的
な
生
活
」
も
わ
か
っ
て
は
い
て

も
な
か
な
か
続
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
何
か
を
始
め
る
時
に
、
ま
た
、

く
じ
け
て
し
ま
っ
た
時
に
、
再
ス
タ
ー
ト

す
る
た
め
の
「
き
っ
か
け
」
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
考
え
る
き
っ
か
け

　

ま
ず
始
め
に
、
体
へ
の
気
づ
き
や
心
の

動
き
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。「
健
康

診
断
の
結
果
を
見
て
、
体
重
が
増
え
て
き

た
、
鏡
で
自
分
の
姿
を
映
し
て
」
な
ど
体

へ
の
気
づ
き
や
、「
や
ら
な
い
と
ま
ず
い

な
」
と
い
う
心
の
動
き
が
健
康
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
暖
か
く

な
っ
て
き
た
か
ら
歩
こ
う
か
な
、
近
所
の

人
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
の
を
見
て
」

と
い
う
環
境
や
周
り
の
影
響
が
健
康
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
行
動
す
る
き
っ
か
け

　

「
そ
う
か
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
で
き
る
」
と

思
え
る
こ
と
か
ら
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
玄

関
の
目
の
付
く
所
に
置
い
て
お
く
な
ど

「
良
い
行
動
の
き
っ
か
け
を
作
る
」
す
ぐ

  
健
康
習
慣
の

　

「
き
っ
か
け
」
づ
く
り

�

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

栄
養
士
で
す

　

漬
物
の
お
い
し
い
季
節
で
す
ね

 鷹  野  薫  子 管理栄養士
たか の しげ こ

　

み
な
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
食
事
や
お
茶

の
お
供
に
ど
ん
な
漬
物
が
登
場
し
て
い
ま

す
か
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
自

慢
の
野
沢
菜
漬
け
や
た
く
あ
ん
、
白
菜
漬

け
、
奈
良
漬
け
、
梅
漬
け
、
味
噌
漬
け
、

甘
酢
漬
け
な
ど
が
出
番
を
待
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
出
し
た
て
の

漬
物
の
お
い
し
さ
は
、
食
欲
を

そ
そ
り
ま
す
よ
ね
。
年
中
よ
く

食
べ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
う
で
な
い
方
も
こ
の
時
期
は
、

つ
い
つ
い
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
で

は
、
日
本
人
の
健
康
維
持
・
増

進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
栄
養
素
の
摂
り
方
の
目
安
で

あ
る
〝
食
事
摂
取
基
準
〞
を
見

直
し
ま
し
た
。以
前
は〔
塩
分
１

日　

g
未
満
〕
と
言
わ
れ
て
い

１０
ま
し
た
が
、
血
圧
の
基
準
が
最

高
血
圧
１
３
０
未
満
、
最
低
血

圧　

未
満
と
厳
し
く
な
っ
た
こ

８５
と
も
あ
り
、
今
回
の
見
直
し
で

は
男
性
９
g
未
満
、
女
性
７
・

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

５
g
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�

　

下
の
図
の
よ
う
な
定
食
な
ど

に
付
い
て
く
る
小
皿
の
漬
物
は

「
少
な
い
」
と
思
わ
れ
ま
す

か
？
実
は
あ
の
く
ら
い
で
良
い
の
で
す
。

食
べ
る
機
会
の
あ
る
ご
と
に
、
〝
一
口
分

量
を
減
ら
す
。
醤
油
は
か
け
な
い
〞
な
ど

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
し
で
も
減
塩
を

心
が
け
て
『
生
き
活
き
長
生
き
』
健
康
生

活
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

◆漬物にはこれだけ塩分が含まれます 
0g
▼ 

0.5g
▼ 

1g
▼ 

2g
▼ 

福神漬 
0.5g

はくさい塩漬け 
0.6g

野沢菜漬け 
0.7g

キャベツ・きゅうりの 
即席漬け  0.8g

たくあん漬け 
0.9g

つけもの盛り合わせ 
1.2g

たかな漬け 
1.2g

梅干し 
2.2g
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〈広告欄〉　

 １月の納税 （納期限２月１日）

�国民健康保険税（普通徴収）（８期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（７期）

�介護保険料（普通徴収）（７期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋３（－29）１2（137）１（1３）１１（124）件数

±０（－45）13（170）１（１８）１２（152）傷者

±０（－１）０（１）０（１）０（０）死者

市内交通事故統計　１１月分　　　　　　

１１月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１１月の出動件数＝

火災　０件（１７件）　救急78件（891件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年１１月平成2１年１１月

24.1℃（６日） 25.4℃（１日） 最高気温

－4.1℃（２３日） －2.3℃（４日） 最低気温

7.3℃　　　　7.6℃　　　　平均気温

75.6％　　　　71.3％　　　　平均湿度

31.5㎜　　　　81.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

公的年金等の源泉徴収票が
　　　　　　　　交付されます
●老齢給付の受給者に送付

　国民年金、厚生年金保険および共済組合などから支

給されている公的年金のうち、老齢や退職を支給事由

とする年金は所得税法上、「雑所得」として所得税が課

せられます。（障害または死亡を支給事由とする年金

は課税しないことになっています。）

　このため、所得税が老齢年金から源泉徴収されたか

否かにかかわらず、老齢年金を受け取っている方全員

に、「公的年金等の源泉徴収票」が1月31日まで交付さ

れます。

●確定申告に必要です

　二つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出

している方や、年金以外に給与等の所得がある方、ま

たは公的年金等の雑所得の合計額が各種所得控除の合

計額を超える方などは、確定申告を行うことになって

います。その際に、この源泉徴収票が添付書類として

必要になりますので、大切に保管してください。

　なお、老齢年金等から特別徴収されない介護保険料

などの社会保険料がある場合は、確定申告を行い、所

得税の過不足分の精算をすることになっています。

　源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合は、小諸

年金事務所で再交付の受付を行っています。

　問い合わせの際は、年金証書の基礎年金番号、年金

コードをご用意ください。

●問い合わせ先

　小諸年金事務所　　　�0267－22－1080

　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
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家
屋
の
用
途
変
更
に
つ
い
て

　
　
　

家
屋
を
事
業
用
か
ら
住
宅
用
と
し
て
利
用
方
法

　
　

を
変
更
し
ま
し
た
が
、
何
か
手
続
き
は
必
要
で
す

か
？
ま
た
、
税
金
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　
　
　

工
場
・
店
舗
・
事
務
所
等
の
事
業
用
の
家
屋
を

　
　

改
築
し
住
宅
用
（
離
れ
、
物
置
等
も
含
む
）
と
し

て
用
途
変
更
す
る
場
合
は
、
市
役
所
備
え
付
け
の
届
出

用
紙
で
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

用
途
変
更
の
場
合
、
評
価
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
の

で
、
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
に
影
響
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
全
て

店
舗
と
し
て
使
用
し
て
い
た
家
屋
を
全
部
住
宅
用
と
し

て
改
築
し
た
よ
う
な
用
途
変
更
の
場
合
は
、
住
宅
用
地

の
課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
土
地
の

固
定
資
産
税
が
下
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
変
更
後
の

税
額
に
つ
い
て
は
、
窓
口
や
納
税
通
知
書
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
等
に
改
築
又
は
用
途

変
更
し
た
場
合
も
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

�　

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
１
）

６２

  
家
族
で
徹
底

　
　

ご
み
や
資
源
の
分
別

　

日
頃
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　　

各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源
物

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
も
次
第
に
き

れ
い
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

分
別
方
法
や
入
れ
る
袋
の
種
類
等
に

つ
い
て
も
生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
の

巻
末
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

時
々
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

分
別
方
法
も
時
代
の
変
化
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
部
分
的
な
変
更
の
場
合
は
、
広

報
等
で
お
知
ら
せ
を
し
て
も
そ
の
こ

と
に
気
付
か
な
い
こ
と
も
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
家
族
の
ど
な
た
か
が

知
っ
て
い
な
い
場
合
に
も
間
違
っ
た

分
別
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
目
を
や
る
こ
と
に

よ
り
新
た
な
お
気
づ
き
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
た
な
疑
問

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
遠
慮
な
く
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た

　

最
近
、『
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
』
の
使

い
終
わ
っ
た
も
の
は
ど
こ
に
出
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、『
燃

え
る
ご
み
』と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
え
な
く
な
っ
た
電
気
毛
布
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。
中
に

電
気
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
あ

る
た
め
、
図
の
よ
う
に
分
別
し
て
そ

れ
ぞ
れ
指
定
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
分
別
で
き
な
い
方
は
、
業
者
に

処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈広告欄〉

ＱＡ

電気毛布の分別

②
中
の
コ
ー
ド
を
抜
き

　

毛
布
と
分
別
す
る

①　
　

の
と
お
り
中

の
コ
ー
ド
と
毛
布

を
切
る

毛布…………………燃えるごみ
コード・
　コントローラー

…その他の金物
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「私たちの健康は私たちの手で」
食生活改善推進協議会が厚生労働大臣表彰
　食生活改善推進協議会（保科和美会長、会員５６名）の皆さん
の取り組みが、１０月３０日に熊本県で行われた全国食生活改善大
会において厚生労働大臣表彰を受賞しました。１２月１日には受
賞伝達式が行われ、代理で表彰を受けた金井春子上小支部長か
ら表彰状と盾が保科会長ら役員の皆さんの手に渡されました。
同会は昭和５２年に設立以来、地域の食生活改善のレシピ紹介や
普及、郷土食の復活などの取り組みを続けてきました。役員の
皆さんは「今回の栄誉は先輩の皆さんの長年のご苦労の結果。
今後も継続していけるよう頑張りたい」と話していました。

（２０１０年１月）

　１１月１４日、１５日に開催された県縦断駅伝競走に上田東御小県
チームが初優勝しました。このチームの一員として快走を見せ、
優勝に貢献した当市在住の２名が１１月２４日、花岡市長を表敬訪
問しました。１４日、雨の中３区を走った出口武志さん（東深
井・東部中３年）と１５日、２０区の最長区間を走った北澤正親さ
ん（姫子沢）は「前のランナーを抜くことだけを考えて走った。
チームに貢献できてうれしい。チーム全員の力が集まった総合
力の結果」と大会を振り返っていました。花岡市長は「東御の
名を背負い素晴らしい走りだった。地域の誇りです」と健闘を
たたえました。

「安心・安全、おいしいものを」
信州の味コンクールで入賞

　県が主催して行われた「第１９回信州の味コンクール」で、味
工房ゆらりの菓子パン「ノア・ルヴァン」が商品加工の部（菓
子）で最優秀賞、信州味の里とうみの「巨峰栗おこわ」が商品
加工の部（その他）で優良賞を受賞しました。ノア・ルヴァン
は県産の小麦粉と市内のリンゴ酵母で作られたパンにくるみと
ドライ巨峰が入れられた菓子パン、巨峰栗おこわは市内の米と
栗に巨峰ジュースで色づけされたおこわで、いずれも地元産の
食材がふんだんに使われています。１１月２４日に行われた受賞伝
達式では、試食や情報交換が行われ、ここまでの取り組みが評
価されたことに喜びの声が聞こえてきました。

▲栄えある表彰状と盾を手に記念撮影

受賞した商品

▲

▲抱負を語る矢澤さん

「県縦断駅伝競走」初優勝に貢献した
東御市在住の選手が喜びの報告

上田高校英語班
「全国高校生英語ディベート大会」出場

　上田高校英語班が埼玉県川越市で行われる第４回全国高校生英
語ディベート大会へ出場を決めました。１２月３日、出場メンバー
に市内新屋在住の矢澤志織さん（２年生）がいることで花岡市長
へ出場報告会が行われました。英語ディベート大会は、４名１
チームが１つの論題に対して肯定側と否定側に分かれて英語で討
論し合い、総合的な英語力と論題についての情報収集や分析力が
必要になると同行した顧問の先生は話していました。参加メン
バーは「県大会での課題を克服し、好成績を狙いたい。We will 
do our best!（がんばります！） 」と抱負を聞かせてくれました。

　

賞
状
と
自
慢
の
一
品

▲

を
手
に
記
念
撮
影

▲花岡市長のねぎらいを受ける出口さん（中央）と北澤さん（右）
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

　

・　

〜　

▼
く
る
み
祭
り
【
日
本
く

１１

２０

２２る
み
会
議
主
催
】（
道
の
駅

「
雷
電
く
る
み
の
里
」）

　

・　

▼
く
る
み
幼
稚
園
創
立　

周
年

１１

２１

３０

記
念
式
典
・
記
念
音
楽
会

　
　
　
　

（
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
）

　

・　

▼
第
５
回
東
御
市
消
防
音
楽
隊

１１

２２

演
奏
会
（
文
化
会
館
サ
ン
テ

ラ
ス
ホ
ー
ル
）

美しい歌声が響いた
　１２月５日、文化会館サンテラスホールで、第６回東御市
合唱祭（市文化協会合唱部会主催）が行われました。参加
した１６団体のみなさんは、日頃の練習の成果を発揮し美し

いハーモニー
を披露。最後
に全員が「大
地讃頌」を合
唱すると、心
がひとつと
なった歌声が
会場中に響き
渡りました。

　１１月２３日、海野宿一帯で第１９回海野宿ふれあ
い祭（同実行委員会主催）が行われました。大
勢の観光客でにぎわった宿場内では、解放され
た縁側で足を休めながら時代仮装行列や花嫁道
中など江戸時代の風情を満喫する姿がみられま
した。今年創立４０周年を迎えた雷電太鼓保存会
の皆さんの勇壮な太鼓演奏や栗林と常田獅子舞、
ほうとうやおはぎなど深まる秋の一日を楽しみ
ました。
●表紙の写真は、この日奉納された「浦安の
舞」の様子です。

江戸時代のにぎわいのままに
海野宿ふれあい祭

　１１月２８日、中央公民館で生涯学習市民大学講座が開かれ、
僧侶の藤井妙法さんを講師に「生涯青春　人生に余生はな
い」と題し講演が行われました。藤井さんは、自らの人生

哲学を語り、元気
でがんばりましょ
うと参加者にメッ
セージを送りまし
た。参加した皆さ
んからは、志を持
つ大切さを実感し
たと感想が聞こえ
てきました。

生涯青春――人生に余生はない

▼

時
代
仮
装
行
列

（２０１０年１月）

　１２月５日、中央公民館で第５回人権尊重のまちづくり市民の
集いが行われ、約２３０名の市民が参加しました。はじめに、市
内小中学校や企業から募集した人権啓発作文、標語、ポスター
の表彰が行われました。続いて、関西の津軽三味線奏者の第一
人者として活躍中の長谷川一義さんによるトーク＆コンサート
が行われました。自身の差別や偏見の体験に基づく人権に係わ
る話や津軽三味線の変化に富んだ演奏による構成で行われ、参
加者は講師の話と演奏に耳を傾けていました。
●表彰された人権啓発作品は、市報とうみ１２月号６、７ページ
に掲載されています。

一人ひとりを尊重するまちづくり
人権尊重のまちづくり市民の集い

▼雷電太鼓保存会の演奏

▲人権作品の表彰を受けた皆さん
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▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
の
幕
開
け
を
迎
え
、「
今

年
は
！
」「
今
年
こ
そ
…
」
と
希
望

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成　

年
２１

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

発
行
し
た
市
報
や
撮
り
た
め
た
写
真

を
見
返
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
く

さ
ん
の
活
躍
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
発
信

す
る
〝
元
気
〞
を
伝
え
て
い
き
た
と

思
い
ま
す
。
▼
お
正
月
と
い
え
ば
お

も
ち
。
滋
野
保
育
園
の
お
も
ち
つ
き

に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
気
に
き
ね
を
振
り
上
げ
、「
よ
い

し
ょ
！
」
と
お
友
達
を
応
援
し
、
給

食
で
は
早
速
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を

頬
張
る
園
児
た
ち
の
姿
に
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
で
」
と
思
わ

ず
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
昔
話

の
お
正
月
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
お
も
ち
。
き
ね
と
う

す
で
お
も
ち
つ
き
。
こ
う
し
た
古
来

の
風
習
が
い

つ
ま
で
も
続

い
て
ほ
し
い

と
願
い
な
が

ら
、
私
も
お

も
ち
を
ご
ち

そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（
市
報
担
当

　
　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,467世帯（＋４）

総人口

31,787人（－９）

男 15,583人 （＋１）

女 16,204人 （－１０）

（１２月１日現在）

人の動き

転入   61人（－２９）

転出   63人（－２３）

出生  23人（－５）

死亡  31人（＋１）

 ※カッコは１１月対比

か
わ
り
、
社
会
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
離
乳
完
了
か
ら
未
就
園
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
親
子
料
理
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
包
丁
を
使
わ
な
く
て
も
で
き
る
こ
と

た
く
さ
ん
あ
る
よ
」
と
、
今
回
は
お
に
ぎ

り
を
に
ぎ
る
、
の
り
を
ち
ぎ
る
、
サ
ラ
ダ

の
キ
ャ
ベ
ツ
を
ち
ぎ
る
、
す
い
と
ん
を
こ

ね
て
ま
る
め
る
と
い
っ
た
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
子
ど
も
が
主
体
と
な
り
、
保
護

者
が
上
手
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
料
理
を

楽
し
み
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
み
ん
な

満
足
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

人
間
は
様
々
な
活
動
の
際
に
、五
感（
視

覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
・
味
覚
）
を
使
っ

て
周
囲
の
情
報
を
脳
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
食
事
を
作
っ
た
り
食
べ
た
り
す
る
場

面
に
は
、「
食
材
や
料
理
を
目
で
見
る
」

「
焼
け
る
音
な
ど
を
耳
で
聴
く
」「
匂
い
を

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

食
習
慣
の
中
で
ム
ラ
食
い
や
好
き
嫌
い

な
ど
が
お
き
や
す
い
幼
児
期
の
食
へ
の
興

味
を
育
て
「
食
べ
る
」
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
り
、�
洗
う
��
混
ぜ
る
��
こ
ね
る
�

�
も
む
��
ち
ぎ
る
��
丸
め
る
�
な
ど
の

作
業
を
、
食
材
を
通
じ
て
体
験
す
る
こ
と

で
食
へ
の
興
味
や
運
動
機
能
、
人
と
の
か

か
ぐ
」「
食

材
を
触
っ

て
み
る
」

「
味
を
感

じ
る
」
と

い
っ
た
五

感
の
情
報

や
好
奇
心

を
刺
激
す

る
発
見
や

驚
き
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
ま
だ
無
理
」「
後
片
づ

け
が
大
変
」と
、親
の
思
い
込
み
や
都
合
で

子
ど
も
が
食
事
づ
く
り
に
か
か
わ
る
機
会

を
奪
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
事
づ
く
り
は
、

子
ど
も
が
食
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
広

げ
、
食
べ
る
力
を
育
む
大
切
な
経
験
で
す
。

簡
単
な
作
業
か
ら
親
子
で
食
材
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
、
食
を
通
し
て
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
食
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
へ
の
関
心
は
、
き
っ
と
食
べ
る
意
欲
へ

と
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
教
室
が
家
庭
で

も
行
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課

　
　

主
査　

和
田
美
奈

⑩

  
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
、
食
へ
の
関
心

▲すいとんづくりに会話も弾む

▲お茶も自分で入れてみよう


